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平
成
29
年
度
防
災
資
機
材
の
購
入

①
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電

機
（
ホ
ン
ダ
製
）　

各
町
内
会
１
台

②
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

　

（
コ
ン
ロ
兼
用
）

　

各
町
内
会　
　

２
個

③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
＋
三
脚

　

各
町
内
会　

２
セ
ッ
ト

④
非
常
食

　

乾
パ
ン
60
食
×
１
箱

　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
60
食
×
１
箱

　

水 

500 

ml
×
24
本
×
５
箱

　

各
防
災
拠
点
＋
本
部

⑤
そ
の
他

⑴
折
り
た
た
み
式
防
災
リ
ヤ
カ
ー

　

第
一
町
内
会
用　

二
台
目

⑵
ボ
ト
ル
ク
リ
ッ
パ
ー

　

第
二
町
内
会
用　

１
個

　

購
入
に
は
茅
ヶ
崎
市
の
補
助
金
と
自

治
会
の
防
災
予
算
を
合
わ
せ
、
約
百
万

円
の
計
上
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平成３０年　１月１５日

N
EW
S

防
災
部
会
主
催

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
開
催

状
況
判
断
、
避
難
場
所
・
避
難
所
の
確

認
確
保
、
な
ど
な
ど
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
や
る
べ
き

こ
と
、
出
来
る
こ
と
は
様
々
で
し
ょ
う

が
、
諦
め
ず
、
出
来
る
こ
と
か
ら
こ
つ

こ
つ
や
り
ま
し
ょ
う
。

             (

防
災
部
会
・
加
藤
）

　
被
災
時
の
行
動
を
表
す
も
の
に
「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
皆
が
「
自
助
」
出
来
な

け
れ
ば
「
共
助
」
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
い
か
に
「
自
助
」
が

大
切
か
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。　

｢

自
助｣
と
は
、
自
分
並
び
に
家
族
の

安
全
確
保
と
生
活
維
持
で
す
。
具
体
的

に
は
家
屋
の
補
強
、
家
具
の
転
倒
や
飛

散
の
防
止
、
非
常
用
備
品
、
食
料
・
水

の
備
蓄
、
非
常
持
出
品
の
準
備
、
発
生

時
に
自
身
や
家
族
を
守
る
方
法
の
確
認

確
保
、
火
災
発
生
防
止
、
脱
出
経
路
の

確
認
確
保
、
そ
の
後
、
避
難
す
る
か
の

「
救
助
さ
れ
る
人
」
で
な
く
、

「
救
助
す
る
人
」
に
な
る
こ
と
。

そ
れ
が
「
自
助
」
の
取
り
組

み
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

地域の
防災力

自助 共助

公助

◆
被
災
時
の
「
自
助
」

防
災
だ
よ
り
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平
成
29
年
12
月
９
日
（
土
） 

自
治
会

館
に
お
い
て
防
災
部
会
主
催
で
茅
ヶ
崎

市
消
防
署
・
消
防
指
導
課
に
よ
る
救
命

法
の
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
実
施
し
て
い
る
講
習
会
で
、
自
治
会

館
に
も
常
設
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講

習
が
目
玉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
一
グ
ル
ー
プ
６
人
、
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
３
時
間
の
普
通
救
命
法

を
受
講
し
ま
し
た
。

　

心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼

吸
） 

、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、
大
出
血
を

止
め
る
止
血
法
、
異
物
除
去
法
な
ど
を

講
話
や
実
技
を
交
え
て
分
か
り
易
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
実
際
の
情
況
に
近
い
形
と

し
て
二
人
一
組
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
扱
う

救
命
措
置
の
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
の
最
後
に
、
講
評
と
共
に
参
加

者
に
普
通
救
命
講
習
の
修
了
証
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

普通救命講習修了証

上記の者は、普通救命講習を修了し、
救命技能を有することを認定します。

氏　名

第
５
回
香
川
自
治
会
自
主
防
災
会
開
催

　

11
月
の
定
例
役
員
会
に
引
き
続
い
て

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
避
難
行
動
要

支
援
者
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
会
議

の
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
会
議
の
開
催

　

11
月
23
日
に
参
加
者
18
名
で
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
確
認
と
町
内
会
と
の
関
係

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
民
生
員
を
含
め
た
15
名

の
参
加
の
も
と
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
対
応
に
つ
い
て
の
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

平
成
30
年
度
歌
体
操
教
室
に
つ
い
て

　

12
月
の
定
例
役
員
会
の
冒
頭
、
高
齢

福
祉
介
護
課
よ
り
香
川
自
治
会
館
を
使

用
し
た
歌
体
操
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

日
程　

平
成
30
年
６
月
よ
り
３
月
ま
で

　
　
　

毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

時
間　

10
時
～
11
時

定
員　

20
名

　

あ
わ
せ
て
体
操
を
指
導
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
の
説
明
が
あ
り
ま
し
が
、

福
祉
に
つ
い
て
の
活
動
は
湘
北
社
会
福

祉
協
議
会
を
窓
口
と
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

香
川
環
境
展
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

環
境
部
会
が
香
川
秋
ま
つ
り
に
合
わ

せ
て
開
催
し
た
、
環
境
ミ
ニ
展
時
に
実

施
し
た
延
べ
約
百
名
の
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
か
ら
、
ミ
ニ
展
の
高
い
評

価
と
分
別
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

●
性
別

　男
性
25
％
、
女
性
75
％

●
年
齢

　60
歳
以
上
64
％
、
50
代
16
％
、

　
　
　
　

40
代
以
下
20
％

●
乾
く
と
素
焼
き
の
よ
う
な
風
合
い
に

な
る
不
思
議
な
燃
や
す
こ
と
が
で
き
る

粘
土
・
も
く
粘
土
の
体
験
コ
ー
ナ
が
好

評
で
し
た
。

●
ご
み
の
出
し
方
の
わ
か
ら
な
い
方
が

お
ら
れ
た
の
で
、
張
り
紙
を
し
た
ら
良

く
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
「
ご
み
収
集
を

考
え
て
み
よ
う
」
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
の
ご
み
集
積
所
の
総
数
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
置
き
場
８
、
６
０
０
カ

所
、
資
源
物
置
き
場
７
、
４
５
０
カ
所

に
及
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

当
香
川
地
区
の
ご
み
集
積
所
（
ご
み

置
場
）
は
、
主
に
「
燃
や
せ
る
ご
み
置

場
」
と
「
燃
え
な
い
ご
み
置
場
・
資
源

物
置
場
」
に
分
け
ら
れ
て
ご
み
集
積
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
ご
み
集
積
所
」
の
設
置
基
準
は
、

「
燃
や
せ
る
ご
み
置
場
」
８
世
帯
に
１
カ
所

「
資 

源 

物 

置 

場
」　 

30
世
帯
に
１
カ
所

の
設
置
が
原
則
で
す
。

　

ま
た
、
何
処
で
も
設
置
で
き
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、
自
治
会

が
場
所
を
考
慮
の
上
、
申
請
を
し
て
許

可
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ご
み
集
積
所
に
つ
い
て
再
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◎
現
在
利
用
中
の
「
ご
み
集
積
所
」
は
、

駐
車
場
脇
や
家
の
塀
な
ど
所
有
者
の

方
々
の
深
い
ご
理
解
に
よ
っ
て
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
利
用
者
の
方
々
は
是

非
感
謝
の
気
持
ち
と
、
い
つ
も
ル
ー
ル

を
守
り
き
れ
い
に
置
か
せ
て
い
た
だ
く

配
慮
と
行
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

大
多
数
の
地
域
で
は
、
ご
み
当
番
制
な

ど
を
決
め
て
置
場
の
設
置
（
保
善
）
や

清
掃
、
片
付
け
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
一
部
の
方
に
任
せ
っ

ぱ
な
し
の
地
域
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
が
一
堂
に
会
し

て
井
戸
端
会
議
な
ら
ぬ
ご
み
置
場
会
議

な
ど
を
行
っ
て
、
当
番
制
な
ど
の
ル
ー

ル
を
決
め
る
よ
う
是
非
と
も
お
願
い
致

し
ま
す
。

　「
ご
み
集
積
所
」
の
場
所
の
確
保
や

管
理
は
、
利
用
者
の
役
割
で
す
。

　ご
み
集
積
所
を
「
護
美
集
積
所
」
に

な
る
よ
う
皆
さ
ん
で
努
力
い
た
し
ま

し
ょ
う
！

環
境
部
会
は
そ
の
お
手
伝
い
を
致
し
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
環
境
部
会
）

15

ご
み
収
集
の
変
遷
に
つ
い
て

      

　
　
　考
え
て
み
よ
う
！


